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やまゆり学園 入学おめでとう！
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― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

・軽自動車税　　　第1期

・介護保険料　　　第1期

２０１９年
工業統計調査を実施します
●２０１９年工業統計調査は、従業者４人以上の全ての製造

事業所を対象に、２０１９年６月１日時点で実施します。

●工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかに

することを目的とする政府の重要な調査で、統計法に基

づく報告義務のある基幹統計調査です。

●調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国及び地

域行政施策のための基礎資料として利活用されます。

●調査票に御記入いただいた内容は、統計作成の目的以

外（税の資料など）に使用することは絶対にありません。

●調査の趣旨・必要性を御理解いただき、御回答をよろし

くお願いいたします。

工業統計キャラクター
コウちゃん

経済産業省・奈良県・上北山村

tel
tel
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2019年度の主な事業

・防災情報伝達システム事業
 1億9,169万1千円
・上北山村第4次総合計画策定事業
 902万円
・生涯学習センター外構改修工事
 718万3千円

・村民とサイクリスト等が集う
 小さな拠点集約事業
 2,252万5千円

・上北山村の住民力で育む
 ヒト･モノの交流による
 未来の村づくり事業
 501万円

継続事業新規事業

　

私
の
政
治
信
条
に
つ
き
ま
し
て

は
、
「
豊
か
な
村
作
り
で
あ
り
、

心
豊
か
な
村
・
経
済
的
に
も
豊
か

な
村
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
も
豊
か
な

村
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
と
、
掲

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。　

　

住
み
や
す
く
、
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
な
村
づ
く
り
を

目
指
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
為
に
は
心
身
の
安
心
、
安

寧
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
経
済
的
な

安
定
と
そ
れ
を
生
む
雇
用
機
会

の
確
保
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

政
策
的
に
は
、
観
光
産
業
に
既

存
産
業
を
絡
ま
せ
、
新
し
い
息

吹
を
注
ぐ
こ
と
に
よ
り
活
力
を
与

え
、
新
し
い
産
業
形
態
と
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

個
々
の
事
業
に
つ
い
て
ご
説
明

し
ま
す
。

 

■
林
業
に
つ
い
て

　

林
業
の
器
で
あ
る
、
森
林
は
、
木

材
資
源
の
供
給
と
い
う
面
だ
け
で
な

く
、
国
土
保
全
、
水
源
涵
養
、
生

物
多
様
性
の
保
全
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

観
光
の
場
所
と
し
て
の
機
能
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

例
え
ば
奥
山
の
施
業
放
置
林
を

元
の
自
然
林
に
戻
し
、
ま
た
主
伐
後

の
林
分
に
景
観
を
加
味
し
た
樹
種
の

選
定
を
も
っ
て
林
地
の
更
新
を
図
る

等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

幸
い
に
、こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
、

森
林
環
境
譲
与
税
が
昨
年
創
設
さ

れ
、
2
0
1
9
年
度
は
早
く
も

1
，
2
7
0
万
円
余
り
の
予
算
が

国
に
よ
り
配
分
さ
れ
ま
す
。
林
業
に

と
っ
て
追
い
風
で
有
り
、知
恵
を
絞
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
先
般
林
業
協
議
会
が
正

式
に
発
足
を
致
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
現
在
林

業
に
従
事
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
に
加

え
、
林
業
に
造
詣
が
深
い
方
々
の
集

ま
り
で
、
今
後
の
上
北
山
の
林
業
を

担
う
中
核
と
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
あ

り
が
た
い
存
在
で
す
。

■
建
設
業
に
つ
い
て

　

公
共
工
事
は
地
域
経
済
に
対
す

る
波
及
効
果
も
大
き
く
、
村
内
就

労
人
口
も
村
の
中
で
は
多
い
こ
と
か

ら
、
仕
事
の
確
保
に
努
め
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
と
し
て
は
、
昨
年
末
に
起
工

式
を
行
っ
た
伯
母
峯
峠
道
路
ト
ン
ネ

ル
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
林
道
白
川
又
線
に
つ
い

て
、
白
川
又
川
流
域
は
背
後
の
大

峯
連
山
を
含
め
、
観
光
資
源
と
し
て

大
き
な
可
能
性
を
有
し
て
お
り
、
保

安
林
管
理
道
白
川
又
川
線
の
終
点

か
ら
大
峯
奥
崖
道
へ
は
最
短
距
離
で

到
達
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
観

光
ル
ー
ト
の
開
拓
が
見
込
め
ま
す
。

　

ま
た
、
登
山
道
の
整
備
や
林
道
の

維
持
管
理
業
務
は
観
光
産
業
の
基

盤
で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
仕
事
づ
く

り
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
河
合
白
川
間
の
対
岸
道

路
の
設
置
で
す
が
、
白
川
地
区
か
ら

の
強
い
要
望
も
あ
り
、
林
道
サ
ン
ギ

リ
線
を
迂
回
し
て
、
国
有
林
を
通
る

ル
ー
ト
を
森
林
管
理
局
と
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

■
地
方
創
生
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
か
ら
進
め
て
い
た
ホ

テ
ル
の
改
修
計
画
が
い
よ
い
よ
、
実

施
設
計
施
工
の
段
階
に
は
い
り
ま
し

た
。

　

今
年
度
末
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
て
お
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
村
政

１
３
０
周
年
行
事
と
併
せ
て
セ
レ
モ

ニ
ー
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

そ
し
て
働
く
場
所
の
創
設
に
つ
い

て
で
す
が
、
昨
年
度
末
に
一
般
社

団
法
人
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
の
組

織
へ
、
ホ
テ
ル
業
務
と
デ
イ
リ
ー
ヤ

マ
ザ
キ
を
移
し
、
そ
の
後
道
の
駅
２

階
レ
ス
ト
ラ
ン
、
大
台
ヶ
原
物
産
店
、

特
産
品
加
工
セ
ン
タ
ー
等
を
状
況
を

見
極
め
な
が
ら
移
行
し
て
い
き
、
働

く
場
所
の
拡
充
・
確
保
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
従
業
員
に
つ
い
て
も
生
活

の
安
定
を
第
一
と
し
て
、
若
者
を

は
じ
め
移
住
定
住
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

現
在
、
村
が
施
設
の
維
持
管
理

を
し
つ
つ
指
定
管
理
者
制
度
で
担
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
、

高
齢
化
等
の
事
情
に
よ
り
経
営
が
困

難
と
な
っ
て
き
た
と
の
話
も
聞
い
て

い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
施
設
も

お
い
お
い
は
こ
の
組
織
へ
運
営
を
委

ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

■
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て　
　

　
 

昨
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
と

ち
の
木
セ
ン
タ
ー
」
の
利
用
促
進

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
旧
体
育
館
の
利
用

で
す
が
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
や

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
等
で
、
ま
ず

は
若
者
や
壮
年
の
方
に
興
味
を
も
っ

て
も
ら
い
、
常
に
集
え
る
場
所
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
以
前
よ
り
私
が
提
案

し
て
お
り
ま
す
本
館
建
物
の
一
部
を
、

村
の
老
人
の
余
生
を
過
ご
す
空
間
と

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

村
の
老
人
が
集
ま
り
共
同
生
活
を

し
な
が
ら
、
余
生
を
送
る
ケ
ア
ハ
ウ

ス
的
な
一
区
画
設
け
、
で
き
れ
ば

北
山
で
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
活
用

で
あ
り
ま
す
。
駐
車
場
の
確
保
も

あ
り
、
今
年
度
は
、
遊
具
施
設
の
一

部
撤
去
及
び
移
設
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
場
外

離
着
陸
場
）
と
し
て
の
活
用
も
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で

も
主
は
、
や
ま
ゆ
り
学
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
き
、
予
備
的
な
位
置
づ

け
で
こ
の
場
所
を
選
定
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
為
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝

生
化
も
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
上

2
0
1
9
年
度

施 
策 
方 

針
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2019年度の主な事業

・防災情報伝達システム事業
 1億9,169万1千円
・上北山村第4次総合計画策定事業
 902万円
・生涯学習センター外構改修工事
 718万3千円

・村民とサイクリスト等が集う
 小さな拠点集約事業
 2,252万5千円

・上北山村の住民力で育む
 ヒト･モノの交流による
 未来の村づくり事業
 501万円

継続事業新規事業

手
に
利
用
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
■
防
災
に
つ
い
て

　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

図
っ
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

費
用
に
つ
い
て
は
、
緊
急
防
災
減

災
事
業
債
と
い
う
７
割
が
返
っ
て
く

る
と
い
う
公
債
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
う
ま
く
使
え
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
現
在
各
家
庭
に
設
置

さ
れ
て
い
る
無
線
放
送
音
声
増
幅
ラ

ジ
オ
を
端
末
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
替
え
、

音
声
だ
け
で
な
く
、
映
像
に
よ
る
情

報
提
供
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

第
一
目
的
と
し
て
は
、
防
災
機

能
の
充
実
で
す
が
、
他
に
も
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
機
能
を
利
用
し
、
多
く
の

情
報
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
住
民
の
皆
様

へ
お
伝
え
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。

■
北
山
川
の
利
用
に
つ
い
て

　

北
山
川
の
水
質
の
良
さ
は
群
を

抜
い
て
お
り
、
入
漁
券
を
求
め
る

釣
り
人
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
漁
業
組
合
関
係
者
の
努

力
に
よ
る
も
の
と
敬
意
を
表
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
更
に
も
う
一

歩
進
め
て
、
多
岐
に
わ
た
る
利
用

を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
通
年
を
通
し

た
有
料
釣
り
区
間
の
設
置
、
ダ
ム

湖
の
利
用
、
隠
れ
た
サ
ツ
キ
マ
ス

の
メ
ッ
カ
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
ら

の
発
掘
利
用
等
、
漁
業
組
合
に
お

力
を
頂
き
な
が
ら
村
民
の
財
産
で

あ
る
こ
の
清
流
の
お
陰
を
頂
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
河
川
敷
に
つ
い
て
は
、

近
年
の
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
か
ら
、

キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
目
的
で

来
村
す
る
人
の
数
も
増
え
、
同
時

に
ゴ
ミ
や
騒
音
問
題
も
生
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
何
か
手
立
て
を
講

じ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

吉
野
町
や
天
川
村
で
は
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
禁
止
区
域
を
設
け
て
い
ま

す
が
、
こ
の
地
域
に
は
、
元
々
キ
ャ

ン
プ
場
等
を
設
け
ら
れ
て
お
り
当

村
と
は
条
件
が
違
い
ま
す
。

　

北
山
川
を
い
き
な
り
キ
ャ
ン
プ

禁
止
に
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、

小
規
模
で
も
構
わ
な
い
の
で
、
キ
ャ

ン
プ
場
の
候
補
地
を
選
び
、
地
権

者
や
地
域
住
民
の
理
解
を
得
な
が

ら
キ
ャ
ン
プ
場
の
設
定
、
造
成
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
行
政
に
つ
い
て

　

昨
年
同
様
、
業
務
の
遂
行
に
お

い
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り

組
む
と
い
う
方
針
は
当
然
の
こ
と

で
す
が
、
今
期
か
ら
役
場
組
織
の

中
で
、
総
務
企
画
部
門
の
強
化
を

図
り
、
そ
の
部
署
に
お
い
て
、
様
々

な
計
画
の
統
括
を
行
い
、
縦
割
り

行
政
の
弊
害
を
出
来
る
だ
け
減
ら

す
方
向
で
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

例
え
ば
大
き
な
事
業
を
遂
行
す

る
場
合
、
財
源
の
問
題
、
法
的
な

許
認
可
の
問
題
、
施
設
を
作
る
な

ど
の
場
合
は
そ
の
設
計
や
施
工
の

管
理
、
県
と
の
協
議
の
際
の
窓
口

等
、
様
々
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

一
つ
の
部
署
で
担
う
に
は
負
担
が

大
き
い
為
、
そ
れ
ら
を
取
り
ま
と

め
る
部
署
と
し
て
総
務
企
画
課
に

担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
と
し
て
は
北
山
川
の
利
活

用
、
和
佐
又
山
宿
泊
施
設
の
改
良

事
業
、
観
光
資
源
の
発
掘
、
観
光

プ
ラ
ン
や
商
品
の
開
発
等
、
共
同

作
業
の
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
担
っ

て
い
た
だ
き
、
本
来
の
意
義
や
目

的
の
達
成
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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広　報 かみきたやま

16億6,164万9千円平成31年度
上北山村一般会計予算 （前年度比14.9％増）

　平成31年度の予算が、3月定例村議

会において可決されましたので、予算

の概要についてお知らせします。

　一般会計は、前年度より2億1504万

9千円多い16億6,164万9千円とな

り、特別会計を含めた総予算額は20

億571万円となりました。

　
歳
入
に
は
、地
方
交
付
税
や
国
・

県
支
出
金
、村
債
な
ど
の
国
や
県

の
配
分
に
よ
る「
依
存
財
源
」と
、

村
税
や
諸
収
入
、使
用
料
及
び
手

数
料
な
ど
の
村
が
自
主
的
に
収
入

で
き
る「
自
主
財
源
」が
あ
り
、本

年
度
の
依
存
財
源
は
構
成
比

76.4
％

の
12
億
6,
9
4
6
万
5
千
円
、自

主
財
源
に
お
い
て
は
、構
成
比

23.6

％
の
3
億
9,
2
1
8
万
4
千
円

と
な
っ
て
お
り
、依
存
財
源
に
頼

ら
ざ
る
を
え
な
い
厳
し
い
財
政
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、歳
入

の
48.1
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は

8
億
円
で
、前
年
度
よ
り
1
千
万

円
の
増
額
。村
債
は
、消
防
情
報
伝

達
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
に
よ
る
消

防
債
等
に
よ
り
1
億
6,
4
6
0

万
円
の
増
額
。　

　
国
庫
支
出
金
は
、美
し
い
森
林

づ
く
り
基
盤
整
備
事
業
に
よ
る
林

業
費
補
助
金
等
に
よ
り
、9
3
3

万
5
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
行
政
分
野
ご
と
に
分
類
し
た「
目
的

別
歳
出
」に
お
い
て
前
年
度
と
比
較
す

る
と
、総
務
費
は
、企
画
費
の
上
北
山

村
第
4
次
総
合
計
画
策
定
事
業
、ふ
れ

あ
い
の
郷
か
み
き
た
竣
工
及
び
村
政

1
3
0
周
年
記
念
式
典
事
業
等
に
よ

り
、2,
2
0
0
万
6
千
円
の
増
額
。消

防
費
は
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
整

備
事
業
等
に
よ
り
1
億
8,
0
4
5
万

1
千
円
の
増
額
。農
林
水
産
商
工
費
は

美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤
整
備
事
業

等
に
よ
り
1,
4
7
7
万
円
の
増
額
。

土
木
費
は
、道
路
橋
梁
新
設
改
良
費
の

減
額
等
に
よ
り
、1,
3
8
8
万
8
千

円
の
減
額
。衛
生
費
は
、上
・
下
北
山

衛
生
一
部
事
務
組
合
負
担
金
の
減
額

等
に
よ
り
4
0
1
万
6
千
円
の
減
額
。

 

特
別
会
計
に
お
い
て
前
年
度
と
比
較

す
る
と
、簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
は

簡
易
水
道
新
設
改
良
費
の
減
額
等
で

2,
0
2
4
万
6
千
円
の
減
額
。国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
一
般
保
険

者
高
額
療
養
費
の
負
担
金
増
額
等

に
よ
り
、1,
1
2
5
万
5
千
円
の

増
額
。国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別

会
計
は
医
薬
材
料
費
の
減
額
等
に
よ

り
3
9
7
万
1
千
円
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

地方交付税

村 債

村 税

国庫支出金

県 支 出 金
繰 越 金
使用料及び手数料

地方譲与税

:

:

:

:

:
:

:

:

村の財源状況に応じて国から
交付されるお金
特定の事業を行うために国な
どから借り入れるお金
村民税や固定資産税など、村民
の皆さんに納めていただくお金
特定の事業を行うために国か
ら交付される負担金、補助金
などのお金
県支出金
前年度から持ち越される剰余金
村の施設の使用や住民票の交
付など、特定の行政サービス
を受ける人に負担していただ
くお金
国税として徴収され、地方自
治体へ譲与されるお金

総 務 費

消 防 費
農林水産商工費

民 生 費

公 債 費

教 育 費

衛 生 費

土 木 費

議 会 費
災害復旧費

:

:
:

:

:

:

:

:

:
:

庁舎の維持管理や戸籍、徴税、
選挙、監査事務など村の総括的
な事務に使うお金
消防や防災対策に使うお金
農林水産業、商工業、観光の振
興などに使うお金
社会福祉や医療助成など、安定
した社会生活を保証するため
に使うお金
国などから借り入れたお金（村
債）の返済などに使うお金
小中学校、社会教育や保健体
育など教育各般に使うお金
健康診断や各種検診、ごみ処
理など健康で衛生的な生活環
境を保つために使うお金
道路、公営住宅などの整備や維
持管理に使うお金
議会の運営などに使うお金
災害で被災したものを復旧す
るために使うお金

52.2%

11.1%

5.1%

3.6%

1.4%

－

＋

－

－

＋

前年度比予　算　額特 別 会 計

平成31年度

歳入

歳

　

 

入

歳

　

 

出

平成30年度

平成31年度

（目的別）歳出

平成30年度

簡易水道事業

国民健康保険

国 保 診 療 所

介 護 保 険

後期高齢者医療

1,852万4千円

1億1,245万7千円

7,369万8千円

1億2,090万7千円

1,847万5千円

性質別歳出予算

地方交付税

村　債

村　税

国庫支出金

県支出金

繰越金

諸収入

地方譲与税

各種交付金

財産収入

総務費

民生費

公債費

教育費

衛生費

土木費

議会費

消防費

農林水産
商工費

災害復旧費
ほか

800,000千円

　790,000千円 
420,013千円

398,007千円

185,372千円

190,827千円

256,795千円

242,025千円

278,269千円

97,818千円

157,447千円

153,891千円

111,937千円

118,551千円

90,882千円

104,770千円

97,629千円

101,645千円

33,589千円

33,378千円

29,716千円

5,688千円

276,700千円

112,100千円

184,335千円

173,608千円

88,806千円

90,157千円

81,641千円

72,306千円

41,485千円

32,853千円

71,733千円

72,682千円

35,360千円

33,958千円

39,706千円

36,757千円

23,911千円

12,161千円

15,480千円

17,501千円

2,492千円

2,517千円

使用料及び
手数料

繰入金、分担金及び
負担金ほか

一般会計予算の推移億
20

25 26 27 28

15

10

0

13
億
5,
4
5
0
万
円

13
億
7
5
0
万
円

15
億
2,
9
2
7
万
4
千
円

14
億
9,
5
0
0
万
円

29 30 年度31

13
億
5,
3
0
0
万
円

14
億
4,
6
6
0
万
円

16
億
6,
1
6
4
万
9
千
円

人件費
393,912千円

23.7%

普通建設
事業費等

378,253千円
22.8%

物件費
365,545千円
22.0%

補助費等
227,593千円
13.7%

公債費
9.5%

繰出金
72,185千円
4.3%

扶助費
36,246千円 2.2%

維持補修費
23,472千円
1.4%

6,996千円
0.4%

（投資及び出資金、
貸付金、積立金、
予備費）

その他

157,447千円
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16億6,164万9千円平成31年度
上北山村一般会計予算 （前年度比14.9％増）

　平成31年度の予算が、3月定例村議

会において可決されましたので、予算

の概要についてお知らせします。

　一般会計は、前年度より2億1504万

9千円多い16億6,164万9千円とな

り、特別会計を含めた総予算額は20

億571万円となりました。

　
歳
入
に
は
、地
方
交
付
税
や
国
・

県
支
出
金
、村
債
な
ど
の
国
や
県

の
配
分
に
よ
る「
依
存
財
源
」と
、

村
税
や
諸
収
入
、使
用
料
及
び
手

数
料
な
ど
の
村
が
自
主
的
に
収
入

で
き
る「
自
主
財
源
」が
あ
り
、本

年
度
の
依
存
財
源
は
構
成
比

76.4
％

の
12
億
6,
9
4
6
万
5
千
円
、自

主
財
源
に
お
い
て
は
、構
成
比

23.6

％
の
3
億
9,
2
1
8
万
4
千
円

と
な
っ
て
お
り
、依
存
財
源
に
頼

ら
ざ
る
を
え
な
い
厳
し
い
財
政
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、歳
入

の
48.1
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は

8
億
円
で
、前
年
度
よ
り
1
千
万

円
の
増
額
。村
債
は
、消
防
情
報
伝

達
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
に
よ
る
消

防
債
等
に
よ
り
1
億
6,
4
6
0

万
円
の
増
額
。　

　
国
庫
支
出
金
は
、美
し
い
森
林

づ
く
り
基
盤
整
備
事
業
に
よ
る
林

業
費
補
助
金
等
に
よ
り
、9
3
3

万
5
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
行
政
分
野
ご
と
に
分
類
し
た「
目
的

別
歳
出
」に
お
い
て
前
年
度
と
比
較
す

る
と
、総
務
費
は
、企
画
費
の
上
北
山

村
第
4
次
総
合
計
画
策
定
事
業
、ふ
れ

あ
い
の
郷
か
み
き
た
竣
工
及
び
村
政

1
3
0
周
年
記
念
式
典
事
業
等
に
よ

り
、2,
2
0
0
万
6
千
円
の
増
額
。消

防
費
は
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
整

備
事
業
等
に
よ
り
1
億
8,
0
4
5
万

1
千
円
の
増
額
。農
林
水
産
商
工
費
は

美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤
整
備
事
業

等
に
よ
り
1,
4
7
7
万
円
の
増
額
。

土
木
費
は
、道
路
橋
梁
新
設
改
良
費
の

減
額
等
に
よ
り
、1,
3
8
8
万
8
千

円
の
減
額
。衛
生
費
は
、上
・
下
北
山

衛
生
一
部
事
務
組
合
負
担
金
の
減
額

等
に
よ
り
4
0
1
万
6
千
円
の
減
額
。

 

特
別
会
計
に
お
い
て
前
年
度
と
比
較

す
る
と
、簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
は

簡
易
水
道
新
設
改
良
費
の
減
額
等
で

2,
0
2
4
万
6
千
円
の
減
額
。国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
一
般
保
険

者
高
額
療
養
費
の
負
担
金
増
額
等

に
よ
り
、1,
1
2
5
万
5
千
円
の

増
額
。国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別

会
計
は
医
薬
材
料
費
の
減
額
等
に
よ

り
3
9
7
万
1
千
円
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

地方交付税

村 債

村 税

国庫支出金

県 支 出 金
繰 越 金
使用料及び手数料

地方譲与税

:

:

:

:

:
:

:

:

村の財源状況に応じて国から
交付されるお金
特定の事業を行うために国な
どから借り入れるお金
村民税や固定資産税など、村民
の皆さんに納めていただくお金
特定の事業を行うために国か
ら交付される負担金、補助金
などのお金
県支出金
前年度から持ち越される剰余金
村の施設の使用や住民票の交
付など、特定の行政サービス
を受ける人に負担していただ
くお金
国税として徴収され、地方自
治体へ譲与されるお金

総 務 費

消 防 費
農林水産商工費

民 生 費

公 債 費

教 育 費

衛 生 費

土 木 費

議 会 費
災害復旧費

:

:
:

:

:

:

:

:

:
:

庁舎の維持管理や戸籍、徴税、
選挙、監査事務など村の総括的
な事務に使うお金
消防や防災対策に使うお金
農林水産業、商工業、観光の振
興などに使うお金
社会福祉や医療助成など、安定
した社会生活を保証するため
に使うお金
国などから借り入れたお金（村
債）の返済などに使うお金
小中学校、社会教育や保健体
育など教育各般に使うお金
健康診断や各種検診、ごみ処
理など健康で衛生的な生活環
境を保つために使うお金
道路、公営住宅などの整備や維
持管理に使うお金
議会の運営などに使うお金
災害で被災したものを復旧す
るために使うお金

52.2%

11.1%

5.1%

3.6%

1.4%

－

＋

－

－

＋

前年度比予　算　額特 別 会 計

平成31年度

歳入

歳

　

 

入

歳

　

 

出

平成30年度

平成31年度

（目的別）歳出

平成30年度

簡易水道事業

国民健康保険

国 保 診 療 所

介 護 保 険

後期高齢者医療

1,852万4千円

1億1,245万7千円

7,369万8千円

1億2,090万7千円

1,847万5千円

性質別歳出予算

地方交付税

村　債

村　税

国庫支出金

県支出金

繰越金

諸収入

地方譲与税

各種交付金

財産収入

総務費

民生費

公債費

教育費

衛生費

土木費

議会費

消防費

農林水産
商工費

災害復旧費
ほか

800,000千円

　790,000千円 
420,013千円

398,007千円

185,372千円

190,827千円

256,795千円

242,025千円

278,269千円

97,818千円

157,447千円

153,891千円

111,937千円

118,551千円

90,882千円

104,770千円

97,629千円

101,645千円

33,589千円

33,378千円

29,716千円

5,688千円

276,700千円

112,100千円

184,335千円

173,608千円

88,806千円

90,157千円

81,641千円

72,306千円

41,485千円

32,853千円

71,733千円

72,682千円

35,360千円

33,958千円

39,706千円

36,757千円

23,911千円

12,161千円

15,480千円

17,501千円

2,492千円

2,517千円

使用料及び
手数料

繰入金、分担金及び
負担金ほか

一般会計予算の推移億
20

25 26 27 28

15

10

0

13
億
5,
4
5
0
万
円

13
億
7
5
0
万
円

15
億
2,
9
2
7
万
4
千
円

14
億
9,
5
0
0
万
円

29 30 年度31

13
億
5,
3
0
0
万
円

14
億
4,
6
6
0
万
円

16
億
6,
1
6
4
万
9
千
円

人件費
393,912千円

23.7%

普通建設
事業費等

378,253千円
22.8%

物件費
365,545千円
22.0%

補助費等
227,593千円
13.7%

公債費
9.5%

繰出金
72,185千円
4.3%

扶助費
36,246千円 2.2%

維持補修費
23,472千円
1.4%

6,996千円
0.4%

（投資及び出資金、
貸付金、積立金、
予備費）

その他

157,447千円
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３
月
定
例
村
議
会
で
は
２
人
の

議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
金
山
議
員

　
　
村
政
懇
談
会
に
つ
い
て

　

昨
年
12
月
11
日
～
14
日
に
行

わ
れ
た
村
政
懇
談
会
に
つ
い
て
、

色
々
な
意
見
が
出
た
と
思
い
ま

す
が
、
特
に
多
か
っ
た
の
は
ホ
テ

ル
建
設
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。

　

村
民
と
し
て
の
不
安
な
意
見

も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
対
す
る
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
ホ
テ
ル
の
建
設
費

5
億
5
千
5
0
0
万
円
と
い
う

数
字
が
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
式
公
募
と

い
う
こ
と
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

出
て
い
ま
す
。
こ
の
辺
に
つ
い
て

も
ご
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
山
室
村
長　
　

　
　

村
政
懇
談
会
に
つ
い
て

　

ホ
テ
ル
の
改
修
に
か
け
る
私
の

考
え
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

上
北
山
村
の
直
面
し
て
い
る

現
状
を
鑑
み
た
と
き
に
、
こ
の

ま
ま
何
も
し
な
い
で
滅
び
を
待

つ
の
か
、
新
し
い
視
点
に
よ
り

観
光
産
業
に
活
路
を
見
い
だ
す

か
の
問
題
で
、上
北
山
村
は
「
あ

か
ん
わ
」
と
か
「
こ
の
ま
ま
ゆ
っ

く
り
滅
ん
で
い
く
の
は
仕
方
な

い
」
、
「
し
ば
ら
く
様
子
を
見
て

そ
の
う
ち
に
何
と
か
」
と
い
っ

た
後
ろ
向
き
志
向
で
は
こ
の
村

は
滅
ん
で
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
危
機
感
を
持
っ
て
お
り
ま

す
。

　

改
修
計
画
の
細
部
、
財

源
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
皆

様
、
色
々
な
ご
意
見
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

何
で
も
使
っ
て
い
い
と
は
決

し
て
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

必
要
な
費
用
に
つ
い
て
は
、
精

査
を
し
、
予
算
執
行
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ホ
テ
ル
の
改
修
費
５
億
５
千

５
０
０
万
円
に
つ
い
て
は
、
担

当
課
長
よ
り
説
明
い
た
し
ま
す
。

■
遠
藤
課
長

　

建
設
費
5
億
5
千
5
0
0
万

円
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
12
月

21
日
付
で
国
の
二
次
補
正
事

業
と
し
て
ハ
ー
ド
整
備
が
可
能

な
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付

金
事
業
の
募
集
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
を
3
月
議
会
補
正

予
算
で
30
年
度
事
業
と
し
て
、

計
上
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方

負
担
分
を
充
当
率
1
0
0
％
、

交
付
税
措
置
率
50
％
の
補
正

予
算
債
の
対
象
と
す
る
と
の

こ
と
で
、
事
業
採
択
が
な
さ

れ
れ
ば
村
の
実
質
負
担
と
し
て

は
、
約
4
分
の
1
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
か
な
り
有
利
で
あ
り
、

申
請
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。（
※
事
業
採
択
さ
れ
、

2
億
8
6
0
0
万
円
の
交
付

が
決
定
し
て
お
り
ま
す
）

　

建
設
費
用
5
億
5
千
5
0
0
万

円
に
つ
い
て
は
、
設
計
施
工
の

一
括
事
業
者
募
集
と
し
て
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
、
つ
ま
り
、
企

画
提
案
方
式
に
よ
り
事
業
参

加
者
を
募
る
た
め
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
公
告
を
出
し
た
も
の

で
す
。
内
容
は
、
募
集
要
項
、

要
求
水
準
書
、
基
本
設
計
説

明
書
、
様
式
集
、
優
先
交
渉

権
者
選
定
基
準
を
示
し
、
募
集

要
項
の
中
で
施
設
整
備
費
と
し

て
実
施
設
計
、
工
事
監
理
費
、

改
修
工
事
費
の
合
計
と
し
て

4
億
9
千
7
0
0
万
円
、
設

備
整
備
費
と
し
て
空
調
機
器
、

衛
生
機
器
、
厨
房
機
器
整
備
費

と
し
て
5
千
8
0
0
万
円
の

合
計
5
億
5
千
5
0
0
万
円

を
限
度
と
し
て
上
限
額
を
提
示

し
て
お
り
ま
す
。

　

宿
泊
施
設
の
整
備
に
関
連

し
て
、
今
回
の
補
正
予
算
に

お
き
ま
し
て
は
ハ
ー
ド
整
備

の
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付

金
事
業
、
新
年
度
予
算
に
お

き
ま
し
て
は
、
ソ
フ
ト
事
業

で
あ
る
地
方
創
生
推
進
交
付

金
事
業
の
新
規
分
と
継
続
事

業
分
と
3
種
類
の
交
付
金
事

業
に
よ
る
整
備
関
連
予
算
を

計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

■
大
谷
議
員

　
　
上
北
山
村
2
0
4
0
年

　
　
問
題
に
つ
い
て

　

昨
年
5
月
、
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
か
ら
当
村
の

2
0
4
0
年
の
実
態
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、2
0
4
0

年
に
は
上
北
山
村
の
人
口
が

1
2
2
名
、
人
口
減
少
加
速
率

全
国
1
位
、
18
歳
以
下
0
人　

奈
良
県
最
小
村
、
全
国
2
位
の
最

小
村
で
あ
る
と
評
価
を
受
け
ま
し

た
。

　

こ
の
評
価
を
受
け
る
の
は
、

村
行
政
で
あ
り
村
議
会
で
あ
り

ま
す
。

　

沈
黙
せ
ず
に
こ
れ
を
、
反
論

の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
道
１
６
９
号
線
、
国
道

３
０
９
号
線
や
そ
し
て
県
道
、

村
道
、
林
道
は
、
水
源
森
林

環
境
の
維
持
に
は
必
要
な
村
で

す
。

　

し
か
し
、
反
応
は
静
か
で
チ
ャ

ン
ス
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
は

思
え
ま
せ
ん
。

　

こ
の
対
応
に
つ
い
て
質
問
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
現
状
の
認
識
を
改
め
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

2
0
1
9
年
度

３
月 
定
例
村
議
会

一
般
質
問

問

答

問
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答

　

1
つ
目
と
し
て
、
当
村
の
基

幹
産
業
は
林
業
で
は
あ
り
ま
せ

ん
、
林
業
を
含
め
第
一
次
産
業

の
発
展
は
、
国
の
積
極
的
な
振

興
政
策
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

2
つ
目
と
し
て
、
仕
事
が

あ
っ
て
も
子
孫
は
帰
っ
て
き
ま

せ
ん
。

　

地
域
組
織
や
行
事
協
力
が

「
し
が
ら
み
」
と
し
て
嫌
わ

れ
、
現
在
都
市
部
で
仕
事
が

あ
れ
ば
、
た
と
え
故
郷
に
家
が

あ
っ
て
も
帰
れ
ま
せ
ん
。

　

都
市
部
で
も
地
域
の
自
治
会

に
非
加
入
や
共
同
作
業
の
不

参
加
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

個
人
主
義
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　

過
疎
地
へ
き
地
と
云
わ
れ
る

当
村
は
、
人
間
関
係
の
豊
か

さ
や
安
心
安
全
な
暮
ら
し
や
す

さ
を
打
出
し
、
新
し
い
方
々
を

迎
え
入
れ
、
新
し
い
村
づ
く
り

を
進
め
て
行
く
べ
き
と
思
い
ま

す
。

　

ま
ず
、
公
務
員
が
森
林
組

合
・
学
校
教
職
員
な
ど
も
含

め
、
当
村
の
基
幹
産
業
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
新
規
採
用
職
員

に
関
し
て
は
、
こ
の
役
場
の
職

員
が
当
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る

と
、
方
針
を
示
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
村
内
在
住
の

公
務
員
の
奨
励
制
度
、
子
育

て
支
援
・
子
ど
も
手
当
て
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
、
高
校
の
な
い
、

病
院
の
遠
い
当
村
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
充
実
が
必
要
で
す
。

　

次
に
、
水
源
環
境
保
全
課

の
設
立
で
あ
り
ま
す
。

　

自
治
体
の
人
口
数
に
よ
っ
て

役
場
職
員
の
人
数
が
基
準
値

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
森
林
が
多

く
を
占
め
る
当
村
と
し
て
、
防

災
・
森
林
保
全
・
環
境
保
護
な

ど
の
た
め
の
公
務
員
が
自
治
体

と
し
て
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、

国
や
県
に
働
き
か
け
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
少
数
で
も
水
源
環
境

保
全
専
従
の
職
務
課
を
作
り
、

林
業
や
環
境
保
全
で
国
や
県
の

予
算
が
活
用
で
き
る
体
制
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

次
に
、
村
内
住
民
優
遇
の

福
祉
過
疎
手
当
制
度
の
導
入

で
す
。
う
ち
の
村
は
安
心
安
全

で
暮
ら
し
や
す
い
。
村
民
が
そ

ん
な
思
い
の
す
る
制
度
を
打
ち

出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

■
山
室
村
長

　
　

2
0
4
0
年
問
題
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
村
内
在
住
の
公
務
員

の
奨
励
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
私
も
そ
れ
は
あ
る
意
味
で

は
賛
成
で
す
。

　

た
だ
法
的
に
は
職
員
に
対
し

居
住
を
強
い
る
と
い
う
こ
と
は

難
し
い
状
況
で
あ
り
、
村
内
在

住
の
公
務
員
を
優
遇
す
る
よ
う

な
条
例
や
規
則
も
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は

条
例
や
規
則
等
に
よ
り
居
住
制

限
や
住
居
手
当
に
差
額
を
設
け
、

居
住
者
を
優
遇
し
て
い
る
自
治

体
が
あ
る
の
も
事
実
の
よ
う
で

す
。

　

採
用
時
の
資
格
と
し
て
域
内

居
住
を
条
件
と
し
て
明
記
し
た

り
、
居
住
者
の
住
居
手
当
を
い

く
ら
か
加
算
す
る
と
い
う
よ
う

な
内
容
の
も
の
の
よ
う
で
あ
り

ま
す
が
、
あ
る
方
に
聞
け
ば
、

裁
判
を
覚
悟
で
こ
の
政
策
を
し

て
い
る
と
の
話
も
あ
り
、
政
策

に
つ
い
て
は
様
々
な
観
点
か
ら

精
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
・
子
ど

も
手
当
て
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
、

高
校
の
な
い
、
病
院
の
遠
い

当
村
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充

実
に
つ
い
て
で
す
が
、
現
在
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

軽
減
を
目
的
と
し
た
誕
生
祝

金
や
子
ど
も
が
一
定
の
条
件
に

該
当
す
る
場
合
毎
年
度

１０
万

円
ず
つ
支
給
さ
れ
る
子
ど
も

子
育
て
支
援
金
な
ど
の
政
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
務
員
に
限
ら
ず
、
今
後
は

さ
ら
に
住
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
新
し
く
迎
え
入
れ
た
方
々
が

暮
ら
し
や
す
い
安
心
安
全
な
村

づ
く
り
の
た
め
定
住
促
進
の
施

策
と
し
て
、
子
育
て
支
援
、
子

ど
も
サ
ポ
ー
ト
体
制
や
教
育
・

福
祉
・
医
療
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
水
源
環
境
保
全
課
の
設

立
に
つ
い
て
、
防
災
・
森
林
保

全
・
環
境
保
全
を
一
体
と
し
、
専

従
の
職
務
課
を
つ
く
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
現
在
防
災
に
つ
い

て
は
総
務
企
画
課
が
、
森
林
保

全
に
つ
い
て
は
建
設
課
が
、
環

境
保
全
に
つ
い
て
は
地
域
振
興

課
が
各
関
係
機
関
と
連
携
の
も

と
担
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
連
携
体
制
を
崩
し
て
ま
で
専

従
の
職
務
課
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
鑑
み

た
場
合
、
今
し
ば
ら
く
回
答
は

保
留
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
村
内
住
民
優
遇
の
福

祉
過
疎
手
当
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
当
村
で

は
健
診
等
の
各
種
助
成
事
業
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
お
お

む
ね
７５
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
等
に
対
し
、
緊
急
通
報

装
置
及
び
ラ
イ
フ
監
視
装
置
の

設
置
等
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
希

望
者
に
は
見
守
り
訪
問
な
ど
も

実
施
し
て
お
り
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
く
ら
せ
る
村
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
高
齢
者
が
増
加
し
て
い

く
中
で
老
人
福
祉
を
柱
と
し
て
、

保
健
医
療
福
祉
を
充
実
さ
せ
、

人
に
優
し
い
健
康
で
心
豊
か
な

住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
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２
０
１
９
年
度
４
月
１
日
付
庁
内
異
動

※（
　
　
）内
は
前
課
・
職
等

　
■
建
設
課

　主
幹

　
森
ノ
内
　
圭
治

　
　（
住
民
課
・
主
幹
）

■
住
民
課

　主
幹

　
山
本
　
日
出
夫

　
　（
教
育
委
員
会
・
次
長
）

■
保
健
福
祉
課

　主
幹

　
德
山
　
隆
友

　
　（
総
務
企
画
課
・
主
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仲
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）
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】（
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）

　
駒
田
　
鈴
乃

（
新
規
採
用
職
員
）
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マ
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ソ
ー
ヤ

【
転
出
】

　
ヌ
ナ
ッ
グ
・
デ
イ
ブ
　

庁
内
異
動
等

（
上
北
山
村
）

2019年度 
新規採用職員を紹介します

新しい“地域おこし協力隊”
がきました

　ホテル事業のスタッフとしてお世話になることになりました。前職ではアウトドアインストラクターと
して、自然の樹々を活用したアウトドア施設で働いておりました。前職での経験を生かし、来られた方に
上北山村の魅力を伝えることが出来るよう取り組んでいきますので、どうぞよろしくお願いいたします。

たねい　　ようじ

多根井陽治（28歳）
出身地：奈良県

かつま　　ゆうや

勝間湧哉（23歳）
出身地：奈良県

  ふじた   りょうじ

藤多良治（39歳）
出身地：兵庫県

 うえむら　かいり

上村皆人（19歳）
出身地：和歌山県

　上北山村診療所の窓口業務を担当しています。

　寒さ厳しいところで、ほんわかあたたまっていただけるようお仕事します。

よろしくお願いいたします。

ひがしばた　　すずな

東畠鈴奈（24歳）
出身地：奈良県

はたなか りょうた

畑中良太（24歳）
出身地：奈良県

まるたに　　さや

丸谷紗也（22歳）
出身地：奈良県

　はじめまして、上北山村の地域おこし協力隊に入った鈴木希望と申します。上北山村は小さい頃から
来ていますがまだまだ知らない事がたくさんあるので、活動を通して新しい経験や人とのふれあいがで
きたらなと思っております。よろしくお願いします。

すずき　 のぞみ

鈴木希望（25歳）
出身地：奈良県

主
幹
級

　

主
査
級

　

主
事
級

　

主
事
補
級

　

教
職
員
人
事
異
動
の

お
知
ら
せ

（
敬
称
略
）

　地域振興課に配属と

なりました。自然が魅力

的である上北山村をよ

り良くしていくために頑

張らせていただきます。

至らない点も多いです

が、よろしくお願いしま

す。

　建設課に配属となりま

した。昨年度まで地域お

こし協力隊として

お世話になりました。こ

れからも村民の皆様の

お役に立てるように努

力してまいります。未熟

者ですが、何卒よろしく

お願いいたします。

　住民課に配属となりま

した。まだまだ至らない

点もあり、みなさんにご

迷惑をかけると思いま

すが、住民の皆様のため

に、日々苦労して、人と

接しあい、経験を積み重

ねていきたいので、これ

からもご指導よろしくお

願いいたします。

　上北山村診療所の窓口

業務を担当しています。

　寒さ厳しいところで、

ほんわかあたたまってい

ただけるようお仕事しま

す。

よろしくお願いいたしま

す。

一般社団法人ツーリズ

ムかみきたに派遣され

ています。

　生まれ育った上北山

村の力になれるように

努力していきますので

よろしくお願いします。

　この度、保健師として

働かせて頂くことになり

ました丸谷です。上北山

村の皆さんと関わらせ

ていただく中で成長し

ていきたいと思っており

ますので、よろしくお願

いします。
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4
月
9
日
（
火
）
、や
ま
ゆ

り
学
園
に
て
入
園
・
入
学
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
学
生
2
名
、保
育
園
児
1

名
が
入
園
・
入
学
し
ま
し
た
。

　
や
ま
ゆ
り
保
育
園
に
入
園

し
た
の
は
吉
田
　
暖
人
く
ん
、

上
北
山
小
中
学
校
に
入
学
し

た
の
は
金
岩
佑
真
く
ん
、島
津

江
　
惣
真
く
ん
で
す
。

　
式
で
は
、国
家
斉
唱
の
後
、

新
入
生
の
氏
名
点
呼
が
あ
り

入
園
・
入
学
し
た
3
人
は
「
は

い
！
」と
元
気
よ
く
返
事
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
村
長
を
は
じ
め
と
す
る
来

賓
の
方
々
の
祝
辞
の
あ
と
、在

校
生
を
代
表
し
て
小
谷
　
海

く
ん
か
ら
歓
迎
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
職
員
・
児
童
・
園
児
な

ど
に
よ
り
歓
迎
の
歌
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　3月16日（土）、とちの木センター3階「とちのき」にて上北山

村歴史教室が開催されました。

　講師に小橡在住の中岡孝之氏をお迎えし、「大台ヶ原と人た

ち」と題して、大台ヶ原にある神武天皇像や大台教会について、

また上北山村と尾鷲を結ぶ北山索道の話など、およそ２時間、

参加された方々は皆さん熱心に聞き入っていました。

村の出来事Topics

上北山村歴史教室が開催されました。

ボルダリング教室が開催されました。

「
や
ま
ゆ
り
学
園
」
入
学
式

　3月20日（水）、とちの木センター体育館にてボルダリング教室が開催されました。

　村内の子どもから大人まで23名が参加し、およそ１時間30分、初めて体験するボルダリングに気持ち

いい汗をかきながらみなさんホールドにしがみつきながらたくさん身体を動かしました。

　2020年東京オリンピックでは「スポーツクライミン

グ」が正式種目として追加されました。

　今後、スポーツクライミングに注目してみましょう！

（ボルダリングはスポーツクライミングの種目のひとつで

す。）

平成３０年度における情報公開・個人情報開示の実施状況
　村は、上北山村情報公開条例により、村長、教育委員会、議会などの実施機関が保有する情報公開を行っ

ています。

　また、上北山村個人情報保護条例により、村民の方々の個人情報について適切な取扱いの確保に努め、

本人からの請求により情報の開示を行っています。

　平成３０年度における実施状況は、次のとおりです。　※個人情報保護制度の請求はありませんでした。

実施期間

村長

教育委員会

選挙管理委員会

監査委員会

固定資産評価審査委員会

議会

合計

１１件

０件

１件

０件

０件

０件

１２件

請求件数
決定内容

開示

２件

０件

０件

０件

０件

０件

２件

部分開示

９件

０件

１件

０件

０件

０件

１０件

不開示

０件

０件

０件

０件

０件

０件

０件

不存在

０件

０件

０件

０件

０件

０件

０件

取下げ

０件

０件

０件

０件

０件

０件

０件
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広　報 かみきたやま

「フォレストかみきた」

　今年度改修を計画している休館中の「ふれあいの郷かみきた」の運営母体となる社団法人について、平成３１年３

月２６日に法人登記の手続きが完了しました。

　この法人は、村と村区長会が中心となって設立したもので、後記の設立目的にご賛同いただいた地方創生事業の

事業検討機関として機能していた検討委員会の一部の委員の方々に、役員（理事）にご就任いただきました。

　上北山村の地域住民が末永く村内で生活することができるよう持続可能な雇用の仕組みの創出と上北山村全体

の観光振興や産業振興に資する公益的な活動の推進を目的として、村観光施設などの運営受託、資源・人材発掘やこ

れらを活かしたプログラム開発、交流促進事業や観光振興広報事業を始めとして、将来的には村民の生活上の利便

性向上にかかる事業も展開していくことを目標にしています。

　今回の設立に伴い３名の村職員が派遣されると共に、事務所を「とちの木センター」（上北山村生涯学習センター）

のシェアオフィスの１室に構えました。

　今後の事業開始、展開にあたり村民の皆様のご理解とご協力を、よろしくお願いします。

　3月15日から25日までの期間で実施しました、村民総選挙の結果について、最優秀賞は

　ご協力いただき、ありがとうございました。

今後は、この施設が村民の皆様にご利用いただき、愛される施設となるよう、リニューアル事業を進めてまいります。

なお、投票結果の詳細については下記のとおりです。

「上北山村拠点施設（旧ふれあいの郷かみきた）」
リニューアル拠点の愛称村民総選挙の結果について

「一般社団法人ツーリズムかみきた」が設立されました

に決定いたしました。　

かみてらす
72票

かみてらす
72票

もり～と
45票

もり～と
45票

白票 9票白票 9票
無効票 3票無効票 3票

フォレストかみきた
87票

フォレストかみきた
87票

かみてらすかみてらす

票数票数 72票72票 87票87票 45票45票 9票9票 3票3票

得票率得票率 33.33％33.33％ 40.28％40.28％ 20.83％20.83％ 4.17％4.17％ 1.39％1.39％

フォレスト
かみきた
フォレスト
かみきた もり～ともり～と 白票白票 無効票無効票

投票率投票率 44.54％44.54％

合計票数合計票数 219票219票

第6回大台ヶ原マラソンinかみきた
２０１９年５月１２日（日）８：００選手スタート

　選手のみなさんの応援をしませんか？大台ヶ原ドライブウェイは通行規制を設けませんので、いつでも通行可能

です。ぜひお誘い合わせの上お越しください。

　なお、今大会より従来のコースから「ヒルクライム大台ヶ原since2001」のコースに変更となります。河合・小橡

地内沿道での応援もよろしくお願いします。

　コースに変更伴う通行止めは下記コース図のとおりとなりますのでご注意ください。

　皆様には大変ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いします。

県道大台ヶ原公園川上線
（大台ヶ原ドライブウエイ）通行止なし
・ランナー右側走行　
 ９時００分～１３時００分

・林道辻堂山線
・村道二又～経ヶ峯線
通行止時間　
７時４５分～１１時１５分

ゴール

スタート

大台ヶ原方面への出入

県道大台河合線
木和田～小処二又分岐間
通行止時間　
７時４５分～９時１５分

小処方面への出入

県道大台河合線
大平瀬橋南詰め～木和田間
通行止時間　
７時４５分～８時４５分

木和田方面への出入

県道大台河合線
清流橋東詰め～
   大平瀬橋南詰め
通行止時間
７時４５分～８時３０分

大平瀬方面への出入

県道大台河合線
清流橋西詰め～
　ふれあい橋東詰め間
通行止時間
６時００分～８時３０分

７時４５分までは北山大橋経由で
河合～小橡間通行できます。
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広　報 かみきたやま

「R169ゆうゆうバス」に乗車の際は
「地域公共交通パスポート」をご利用ください
「R169ゆうゆうバス」に乗車の際は

「地域公共交通パスポート」をご利用ください

　本村では、「R１６９ゆうゆうバス」を利用するときに便利な「地域公共交通パスポート」
を発行しております。
　この「地域公共交通パスポート」はR１６９ゆうゆうバスを利用するときに、運賃が５００円

（※大人の場合）となるものです。
　※必ず乗車または降車される際に上北山村内の停留所を利用しなければなりません。

●Ｒ１６９ゆうゆうバスとは
　大淀町・吉野町・川上村・上北山村・下北山村の２町３村で協力している連携コミュニティバス
のことで平日は下北山村から福神駅の区間、土日祝日は下北山村から大淀バスセンターの区
間を運行しております。

●地域公共交通パスポート申請の流れ
　パスポート申請を希望される方は、上北山村役場２階総務企画課へお越しいただくか、ホー
ムページから申請書をダウンロードして郵送にて申込み手続を行ってください。また、代理申
請も可能です。

● 運賃について（１人１回）
　大　人 ５００円
　小　人 ２５０円（幼児・乳児 無料）
　障害者 ２５０円
※乗車時に、地域公共パスポートを必ず提示してください。
　「R169 ゆうゆうバスでのみ使用可能」

ＴＥＬ：07468-2-0001上北山村総務企画課お問い合わせ先

分からないこと、気になることがありましたらお気軽にご相談ください。

パスポート交付申請書に
必要事項を記入
＜ 申請書・乗車券設置場所 ＞
●役場（総務企画課内）
●上北山村ホームページより
ダウンロード

上北山村総務企画課窓口に
お越しいただく パスポート

と乗車券を
もらって
完了

郵送（９２円切手同封）
にて申込み

１．目的
　集落内における宅地及び農地等施設が、災害又は老朽化により被災
した場合に自力にて復旧しようとする者に対し助成を行う。

２．助成対象者
　被災した土地の所有者又は法定相続人の代表者

３．助成事業者の責務
　助成事業に対する工事及び用地交渉等全て申請者の責任において実
施する。

４．助成金の額
    助成基準単価については、
石積復旧工事で１㎡あたり13,000円以内。（百円未満切捨て）
石積目地詰工で１㎡あたり2,900円以内。（百円未満切捨て）

５．お問い合わせ先
　　詳しくは、上北山村役場建設課までお問い合わせ下さい。

　　電話　07468-2-0001

上北山村宅地等単独災害復旧事業
助成金制度を制定しました。

台風等で宅地等集落内の畑等の石積が崩れてお困りの方は、
是非ともご利用して下さい。
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趣　旨
　村民のみなさまの公益的な活動の活性化を図るため、村民団体が企画・提案する事業に対
して助成を行います。対象となる事業は、下記のとおりです。

内　容
１．村テーマ設定型事業
　　村が設定する①山林資源活用に関すること、②観光振興に関すること、③村の魅力

創出・発信に関すること、④移住定住に関すること、この４つのテーマのうち、い
ずれかに基づき村民団体が事業を企画・実施する場合に、補助の対象となる事業経
費から事業収入を差し引いた額（上限３０万円）を補助します。

２．村民団体提案型事業
　　村民団体が企画・提案する事業に対し、補助の対象となる事業経費から事業収入を

差し引いた額（上限３０万円）を補助します。
対象となる団体

　上北山村に活動拠点があり、運営に関する規約や会則を持ち、予算及び決算を適切に行っ
ている団体。

対象の事業期間
　補助決定日～2020年３月３１日（火）
　※年度内に事業が完了していること

趣　旨
　空き家の有効活用により定住促進及び地域の活性化を図るため、上北山村空き家バンク
に登録されている物件の所有者等に対して助成を行います。

内　容
　上北山村空き家バンクに登録されている物件に残存する家財道具等の処分・搬出に要する
経費（個人に対する賃金、謝礼等については対象外）を、最大２０万円助成します。

対象となる方（どちらかに該当）
■上北山村空き家情報バンクに登録されている物件の所有者で、１年間以上、上北山村に定

住する意思のある者と賃貸契約又は売買契約が成立した者
■登録物件の賃貸契約又は売買契約が成立した者で、１年間以上、上北山村に定住する意思

のある者

趣　旨
　企業及び団体が、地域資源を活用した地域性の高い新商品の開発や新産業創出等を目的
とした事業を新たに行うこと、住民及び移住希望者等が村内で新たに起業することに対し、
資金支援を行います。

内　容
　施設改修費、備品整備費、転居費、研修受講費、設備費、公告宣伝費等に対し、２分の１を乗
じて得た額を補助します（千円未満切り捨て）。ただし、補助金の上限は２００万円とします。
　例）施設改修費と備品整備費に３００万円支出した場合は、１５０万円の補助となります。

対象となる方（全てに該当）
　■ 村内に住所を有する者又は村内に事業所を設置している方
　■ 村内で起業するにあたり、銀行等の金融機関より融資を受けている方
　■ 市町村税に滞納がない方
　■ 交付決定を受けた年度内に交付対象となる事業を完了できる方
　■ 上北山村商工会が実施する起業相談を受けている方
　■ 申請年度内に起業する者又は申請時に起業の日から１年を経過しない方
　■ 補助金の交付対象となる事業において、国、県等から補助金の交付を受けたことがな
　　 い方又は受ける予定がない方

趣　旨
　村民の定住促進により人口減少を抑制するとともに、村外からの移住定住者の増加を図り、定
住人口の増加及び活力ある地域づくりを推進するため、５５歳未満で村内に自ら居住するための
住宅を建築又は空き家を取得する者に対し、上北山村移住定住促進補助金を交付します。

内　容
　■ 新築（建替え）：村内に建築費用５００万円以上の住宅を新築する方
　　 　　　 補助率：補助対象経費の２０％　補助限度額：３００万円
　■ 中古住宅購入：村内に購入費用１００万円以上の中古住宅（敷地含む）を購入し、取得する方
　　 　　　補助率：補助対象経費の５０％　補助限度額１５０万円
　■ 中古住宅取得に伴う住宅の改修：村内の中古住宅を取得した方で、取得後１年以内に　
　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　    工事費１００万円以上の改修をする方
 　　　　　補助率：補助対象経費の５０％　補助限度額：１５０万円

①上北山村村民活動支援事業補助金

②上北山村空き家家財道具等処分費用補助金

③上北山村産業振興及び起業支援事業補助金

④上北山村移住定住促進補助金

①～④の補助金についての申請方法、ご不明な点がございましたら、役場    地域振興課ＴＥＬ：07468-2-0001までお気軽にお問い合わせください。
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趣　旨
　村民のみなさまの公益的な活動の活性化を図るため、村民団体が企画・提案する事業に対
して助成を行います。対象となる事業は、下記のとおりです。

内　容
１．村テーマ設定型事業
　　村が設定する①山林資源活用に関すること、②観光振興に関すること、③村の魅力

創出・発信に関すること、④移住定住に関すること、この４つのテーマのうち、い
ずれかに基づき村民団体が事業を企画・実施する場合に、補助の対象となる事業経
費から事業収入を差し引いた額（上限３０万円）を補助します。

２．村民団体提案型事業
　　村民団体が企画・提案する事業に対し、補助の対象となる事業経費から事業収入を

差し引いた額（上限３０万円）を補助します。
対象となる団体

　上北山村に活動拠点があり、運営に関する規約や会則を持ち、予算及び決算を適切に行っ
ている団体。

対象の事業期間
　補助決定日～2020年３月３１日（火）
　※年度内に事業が完了していること

趣　旨
　空き家の有効活用により定住促進及び地域の活性化を図るため、上北山村空き家バンク
に登録されている物件の所有者等に対して助成を行います。

内　容
　上北山村空き家バンクに登録されている物件に残存する家財道具等の処分・搬出に要する
経費（個人に対する賃金、謝礼等については対象外）を、最大２０万円助成します。

対象となる方（どちらかに該当）
■上北山村空き家情報バンクに登録されている物件の所有者で、１年間以上、上北山村に定

住する意思のある者と賃貸契約又は売買契約が成立した者
■登録物件の賃貸契約又は売買契約が成立した者で、１年間以上、上北山村に定住する意思

のある者

趣　旨
　企業及び団体が、地域資源を活用した地域性の高い新商品の開発や新産業創出等を目的
とした事業を新たに行うこと、住民及び移住希望者等が村内で新たに起業することに対し、
資金支援を行います。

内　容
　施設改修費、備品整備費、転居費、研修受講費、設備費、公告宣伝費等に対し、２分の１を乗
じて得た額を補助します（千円未満切り捨て）。ただし、補助金の上限は２００万円とします。
　例）施設改修費と備品整備費に３００万円支出した場合は、１５０万円の補助となります。

対象となる方（全てに該当）
　■ 村内に住所を有する者又は村内に事業所を設置している方
　■ 村内で起業するにあたり、銀行等の金融機関より融資を受けている方
　■ 市町村税に滞納がない方
　■ 交付決定を受けた年度内に交付対象となる事業を完了できる方
　■ 上北山村商工会が実施する起業相談を受けている方
　■ 申請年度内に起業する者又は申請時に起業の日から１年を経過しない方
　■ 補助金の交付対象となる事業において、国、県等から補助金の交付を受けたことがな
　　 い方又は受ける予定がない方

趣　旨
　村民の定住促進により人口減少を抑制するとともに、村外からの移住定住者の増加を図り、定
住人口の増加及び活力ある地域づくりを推進するため、５５歳未満で村内に自ら居住するための
住宅を建築又は空き家を取得する者に対し、上北山村移住定住促進補助金を交付します。

内　容
　■ 新築（建替え）：村内に建築費用５００万円以上の住宅を新築する方
　　 　　　 補助率：補助対象経費の２０％　補助限度額：３００万円
　■ 中古住宅購入：村内に購入費用１００万円以上の中古住宅（敷地含む）を購入し、取得する方
　　 　　　補助率：補助対象経費の５０％　補助限度額１５０万円
　■ 中古住宅取得に伴う住宅の改修：村内の中古住宅を取得した方で、取得後１年以内に　
　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　    工事費１００万円以上の改修をする方
 　　　　　補助率：補助対象経費の５０％　補助限度額：１５０万円

①上北山村村民活動支援事業補助金

②上北山村空き家家財道具等処分費用補助金

③上北山村産業振興及び起業支援事業補助金

④上北山村移住定住促進補助金

①～④の補助金についての申請方法、ご不明な点がございましたら、役場    地域振興課ＴＥＬ：07468-2-0001までお気軽にお問い合わせください。
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火 災 時 の 通 報
　１１９通報（消防署）
と同時に、役場にも必
ず通報してください。

役　場

ワースリビングかみきた
　診療所

　保健福祉課
　社会福祉協議会

教育委員会

上北山小・中学校
（やまゆり学園）

やまゆり保育園

村民総合会館

白川公民館

ふるさとふれあい会館

上下北山衛生センター
　し　尿
　ゴ　ミ

吉野警察署河合駐在所

吉野消防署北山分遣所

吉野土木事務所
工務第二課

関西電力㈱高田営業所

（休日及び午後５時15分以降
　は、役場に転送されます。）

２－０００１

２－００１６

３－０３８０

２－０１２９

２－００６６

２－００２７

２－０２３０

一般社団法人
ツーリズムかみきた

３－０３３０

３－０１２０

３－０２１８

５－２２２７
５－２２５１

２－０００５

５－２４５０

２－００９８

２－０10 2

０８００－７７７－８０５１

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
就
職
活

動
の
コ
ツ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
参
加

型
セ
ミ
ナ
ー
。参
加
費
無
料
。

■
日
時
：

❶
8
日（
水
）

「
面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」

❷
15
日（
水
）

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」

❸
23
日（
木
）

「
仕
事
の
見
つ
け
方
セ
ミ
ナ
ー
」

❹
29
日（
水
）

「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
&
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」

❶
❷
❹
：

午
後
１
時

３０
分
〜
４
時

３０
分

❸
：
午
前
9
時
50
分
〜
11
時
50
分

■
場
所
：

❶
❷
❸
：
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ（
奈
良
市

西
木
辻
町
93
ー
6
エ
ル
ト
ピ
ア
奈
良
内
）

❹
：
高
田
し
ご
と
i
セ
ン
タ
ー（
大
和
高

田
市
幸
町
2
ー
33
奈
良
県
産
業
会
館
3

階
）

■
対
象
：

　
就
職
活
動
中
の
学
生
や
お
お
む
ね
35

歳
未
満
の
求
職
者
（
40
代
前
半
ま
で
の

不
安
定
就
労
者
を
含
む
）

■
定
員
：
各

１０
人
程
度

■
申
込
：
各
セ
ミ
ナ
ー
前
日
ま
で
に
、電

話
、F
A
X
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
セ

ミ
ナ
ー
名
、
開
催
日
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、居
住
地
の
市
町
村
名
、電
話
番
号
、

年
齢
、性
別
を
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
：
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

T
E
L
：
０
７
４
２
ー
２３
ー
５
７
2
9

F
A
X
：
０
７
４
２
ー
２３
ー
５
７
５
７

U
R
L
：

http://w
w

w
.pref.nara.jp/ite

m
/63392.htm

　
公
益
財
団
法
人
　
国
際
青
少
年
研
修

協
会
で
は
、９
コ
ー
ス
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
体
験
を
通
し
て
、お
互
い
の
理
解
や
交

流
を
深
め
、国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
ま
す
。

　
お
ひ
と
り
で
ご
参
加
に
な
る
方
が
7

割
以
上
、は
じ
め
て
海
外
へ
行
か
れ
る
方

が
多
く
、全
国
か
ら
参
加
す
る
お
友
達
と

の
出
会
い
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
仲
間
づ
く
り
の
指
導
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。

■
内
容
：
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
文
化
交
流
・
学
校
体
験
・
英
語
研
修
・

地
域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど

■
研
修
先
：
イ
ギ
リ
ス・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
カ
ナ
ダ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
フ
ィ
ジ
ー

■
日
程
：

7
月
26
日（
金
）〜
8
月
20
日（
火
）

8
〜
18
日
間

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

■
対
象
：
小
３
〜
高
３
の
方
ま
で

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

■
説
明
会
：

全
国
１０
都
市
、5
月

※
入
場
無
料
・
予
約
不
要

■
参
加
費
：
３６
〜
６５
万
円

■
締
切
：

5
月
24
日（
金
）お
よ
び

6
月
7
日（
金
）

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

■
問
い
合
わ
せ
：

公
益
財
団
法
人
　
国
際
青
少
年
研
修

協
会

〒
１
４
１
ー
０
０
３
１

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田

7
ー
15
ー
4

　
地
域
に
密
着
し
た
児
童
福
祉
行
政
を
行

う
た
め
、左
記
の
と
お
り
定
期
出
張
相
談

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

健
や
か
一
番
館
4
階（
吉
野
町
長
寿
福
祉

課
）

■
日
時
：
6
月
7
日（
金
）、8
月
2
日

（
金
）
、10
月
4
日
（
金
）
、12
月
6
日

（
金
）、2
月
7
日（
金
）

相
談
時
間
：
10
時
30
分
〜
16
時

下
市
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
日
時
：
5
月
17
日（
金
）、7
月
5
日

（
金
）
、9
月
13
日
（
金
）
、11
月
15
日

（
金
）、1
月
10
日（
金
）、3
月
6
日（
金
）

〇
相
談
担
当
者
　
当
セ
ン
タ
ー
職
員
2

名（
児
童
福
祉
司
等
1
名
、児
童
心
理
司

1
名
）

〇
相
談
申
込
先
　
奈
良
県
高
田
こ
ど
も

家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

電
話
　
0
7
4
5
ー
2
2
ー
6
0
7
9

※
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
住
宅
火
災
の
原
因
の
上
位
を
占
め
る

ガ
ス
コ
ン
ロ
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
使
用

者
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
火
災
の
事
例
と
対
策
◆

１
．コ
ン
ロ
を
点
火
し
た
ま
ま
放
置
、天

ぷ
ら
油
等
が
過
熱
さ
れ
出
火

【
対
策
】ち
ょ
っ
と
の
時
間
で
も
そ
の
場

を
離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
止
め
る
。

　
出
か
け
る
際
に
、必
ず
火
の
元
を
確

認
す
る
。

　
加
熱
防
止
装
置
な
ど
が
付
い
た
コ
ン

ロ
を
使
用
す
る
。

２
．魚
焼
き
グ
リ
ル
を
使
用
中
、グ
リ
ル

内
に
付
着
し
た
油
か
す
な
ど
に
着
火

【
対
策
】グ
リ
ル
内
を
こ
ま
め
に
清
掃

し
、
油
か
す
等
の
可
燃
物
を
取
り
除

く
。

３
．コ
ン
ロ
の
上
、周
囲
に
置
か
れ
て
い

た
可
燃
物
に
着
火

【
対
策
】コ
ン
ロ
の
上
や
周
囲
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

　
コ
ン
ロ
の
周
囲
に
は
、安
全
な
距
離

を
確
保
す
る
。

４
．調
理
中
、調
味
料
等
を
取
ろ
う
と
し

て
、コ
ン
ロ
の
火
が
衣
服
に
着
火

【
対
策
】コ
ン
ロ
の
周
囲
の
も
の
を
と
る

場
合
に
は
、必
ず
火
を
止
め
る
。

　
服
の
袖
口
な
ど
が
火
に
近
づ
か
な
い

よ
う
に
す
る
。

　
燃
え
に
く
い
防
炎
の
エ
プ
ロ
ン
や
割

烹
着
を
着
用
す
る
。

　
コ
ン
ロ
の
火
が
鍋
底
か
ら
は
み
出
さ

な
い
よ
う
に
火
力
を
調
節
す
る
。

◆
そ
の
他
の
対
策
◆

　
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
、正
し

く
使
用
す
る
。

　
I
H
コ
ン
ロ
は
専
用
の
調
理
器
具

（
鍋
底
が
平
ら
な
も
の
）を
使
用
す
る
。

※
規
定
以
上
に
反
り
が
あ
る
と
、安
全

装
置
が
働
か
な
い
。

　
ガ
ス
ホ
ー
ス
に
注
意
す
る
。（
古
い

も
の
は
取
り
替
え
る
）

　
台
所
に
消
火
器
、住
宅
用
火
災
警
報

器（
熱
式
）を
設
置
す
る
。

本校では、知的障害のある幼児の保護者や児童・保護者等に対して、本校の教育に
ついての理解と認識を深めていただくために、説明会等を次のとおり行います。

<小学部>

■対象 ： 2020年4月に小学生となる知的障害のある幼児の保護者

保護者説明会

■日時 ： 5月23日（木）・24日（金）　午前9時30分～12時

体験学習

■日時 ： 6月13日（木）・19日（水）　午前10時～11時30分

<中学部>

■対象 ： 知的障害のある小学6年生とその保護者、小学校の教員ほか

■日時 ： 6月5日（水）　午前9時30分～12時

<教育相談>
　お子様の日常生活指導・教科指導特別支援教育についての相談等が
ありましたら、ご利用ください。事前にお申し込みが必要です。日程や
時間を調整させていただきます。

■お問合せ ： 奈良県立大淀養護学校   吉野郡大淀町下渕414-1
                 TEL：0747-52-7655 

奈良県立大淀養護学校説明会・体験学習

■開催日時 ： 5月11日（土） 
　　　　　　セミナー：午後1時～2時　相談会：午後2時15分～4時15分
■ 開催場所 ： 明日香村中央公民館　2階　会議室
　　　　　　〒634-0141　奈良県高市郡明日香村大字川原91-1
■主　　催 ： 明日香村・高取町・特定非営利活動法人 空き家コンシェルジュ

■開催日時 ： 5月18日（土） 
　　　　　　セミナー：午後1時～2時　相談会：午後2時15分～4時15分
■ 開催場所 ： 御所市役所
　　　　　　〒639-2298奈良県御所市1番地3
■主　　催 ： 御所市・特定非営利活動法人 空き家コンシェルジュ

■開催日時 ： 5月25日（土） 
　　　　　　セミナー：午後1時～2時　相談会：午後2時15分～4時15分
■ 開催場所 ： 吉野町中央公民館
　　　　　　〒639-3111　奈良県吉野郡吉野町上市133番地
■主　　催 ： 吉野町・特定非営利活動法人 空き家コンシェルジュ

空き家所有者等が気軽に相談できる
「空き家相談会」を開催致します

【お問い合わせ先】 特定非営利活動法人　空き家コンシェルジュ
【橿原相談窓口】 〒634-0075　橿原市小房町9-32　　TEL/FAX : 0744-35-6211
Mail : akiyaconcierge@zeus.eonet.ne.jp     HP: http://www.akiyaconcierge.com/ 
ご相談窓口　月曜日～土曜日（日祝定休）9：00～17：00

＊セミナー参加は予約不要です。 ＊相談会には予約が必要です　下記連絡先までご連絡下さい。
＊相談会の日以外は常設の相談員がご相談をお受けいたしておりますお気軽にご連絡ください。

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

参
加
者
募
集

5
月 
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

セ
ミ
ナ
ー

定
期
出
張
相
談
事
業
の

実
施
に
つ
い
て

コ
ン
ロ
の
火
災
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！
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火 災 時 の 通 報
　１１９通報（消防署）
と同時に、役場にも必
ず通報してください。

役　場

ワースリビングかみきた
　診療所

　保健福祉課
　社会福祉協議会

教育委員会

上北山小・中学校
（やまゆり学園）

やまゆり保育園

村民総合会館

白川公民館

ふるさとふれあい会館

上下北山衛生センター
　し　尿
　ゴ　ミ

吉野警察署河合駐在所

吉野消防署北山分遣所

吉野土木事務所
工務第二課

関西電力㈱高田営業所

（休日及び午後５時15分以降
　は、役場に転送されます。）

２－０００１

２－００１６

３－０３８０

２－０１２９

２－００６６

２－００２７

２－０２３０

一般社団法人
ツーリズムかみきた

３－０３３０

３－０１２０

３－０２１８

５－２２２７
５－２２５１

２－０００５

５－２４５０

２－００９８

２－０10 2

０８００－７７７－８０５１

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
就
職
活

動
の
コ
ツ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
参
加

型
セ
ミ
ナ
ー
。参
加
費
無
料
。

■
日
時
：

❶
8
日（
水
）

「
面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」

❷
15
日（
水
）

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」

❸
23
日（
木
）

「
仕
事
の
見
つ
け
方
セ
ミ
ナ
ー
」

❹
29
日（
水
）

「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
&
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」

❶
❷
❹
：

午
後
１
時

３０
分
〜
４
時

３０
分

❸
：
午
前
9
時
50
分
〜
11
時
50
分

■
場
所
：

❶
❷
❸
：
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ（
奈
良
市

西
木
辻
町
93
ー
6
エ
ル
ト
ピ
ア
奈
良
内
）

❹
：
高
田
し
ご
と
i
セ
ン
タ
ー（
大
和
高

田
市
幸
町
2
ー
33
奈
良
県
産
業
会
館
3

階
）

■
対
象
：

　
就
職
活
動
中
の
学
生
や
お
お
む
ね
35

歳
未
満
の
求
職
者
（
40
代
前
半
ま
で
の

不
安
定
就
労
者
を
含
む
）

■
定
員
：
各

１０
人
程
度

■
申
込
：
各
セ
ミ
ナ
ー
前
日
ま
で
に
、電

話
、F
A
X
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
セ

ミ
ナ
ー
名
、
開
催
日
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、居
住
地
の
市
町
村
名
、電
話
番
号
、

年
齢
、性
別
を
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
：
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

T
E
L
：
０
７
４
２
ー
２３
ー
５
７
2
9

F
A
X
：
０
７
４
２
ー
２３
ー
５
７
５
７

U
R
L
：

http://w
w

w
.pref.nara.jp/ite

m
/63392.htm

　
公
益
財
団
法
人
　
国
際
青
少
年
研
修

協
会
で
は
、９
コ
ー
ス
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
体
験
を
通
し
て
、お
互
い
の
理
解
や
交

流
を
深
め
、国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
ま
す
。

　
お
ひ
と
り
で
ご
参
加
に
な
る
方
が
7

割
以
上
、は
じ
め
て
海
外
へ
行
か
れ
る
方

が
多
く
、全
国
か
ら
参
加
す
る
お
友
達
と

の
出
会
い
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
仲
間
づ
く
り
の
指
導
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。

■
内
容
：
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
文
化
交
流
・
学
校
体
験
・
英
語
研
修
・

地
域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど

■
研
修
先
：
イ
ギ
リ
ス・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
カ
ナ
ダ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
フ
ィ
ジ
ー

■
日
程
：

7
月
26
日（
金
）〜
8
月
20
日（
火
）

8
〜
18
日
間

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

■
対
象
：
小
３
〜
高
３
の
方
ま
で

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

■
説
明
会
：

全
国
１０
都
市
、5
月

※
入
場
無
料
・
予
約
不
要

■
参
加
費
：
３６
〜
６５
万
円

■
締
切
：

5
月
24
日（
金
）お
よ
び

6
月
7
日（
金
）

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

■
問
い
合
わ
せ
：

公
益
財
団
法
人
　
国
際
青
少
年
研
修

協
会

〒
１
４
１
ー
０
０
３
１

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田

7
ー
15
ー
4

　
地
域
に
密
着
し
た
児
童
福
祉
行
政
を
行

う
た
め
、左
記
の
と
お
り
定
期
出
張
相
談

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

健
や
か
一
番
館
4
階（
吉
野
町
長
寿
福
祉

課
）

■
日
時
：
6
月
7
日（
金
）、8
月
2
日

（
金
）
、10
月
4
日
（
金
）
、12
月
6
日

（
金
）、2
月
7
日（
金
）

相
談
時
間
：
10
時
30
分
〜
16
時

下
市
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
日
時
：
5
月
17
日（
金
）、7
月
5
日

（
金
）
、9
月
13
日
（
金
）
、11
月
15
日

（
金
）、1
月
10
日（
金
）、3
月
6
日（
金
）

〇
相
談
担
当
者
　
当
セ
ン
タ
ー
職
員
2

名（
児
童
福
祉
司
等
1
名
、児
童
心
理
司

1
名
）

〇
相
談
申
込
先
　
奈
良
県
高
田
こ
ど
も

家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

電
話
　
0
7
4
5
ー
2
2
ー
6
0
7
9

※
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
住
宅
火
災
の
原
因
の
上
位
を
占
め
る

ガ
ス
コ
ン
ロ
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
使
用

者
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
火
災
の
事
例
と
対
策
◆

１
．コ
ン
ロ
を
点
火
し
た
ま
ま
放
置
、天

ぷ
ら
油
等
が
過
熱
さ
れ
出
火

【
対
策
】ち
ょ
っ
と
の
時
間
で
も
そ
の
場

を
離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
止
め
る
。

　
出
か
け
る
際
に
、必
ず
火
の
元
を
確

認
す
る
。

　
加
熱
防
止
装
置
な
ど
が
付
い
た
コ
ン

ロ
を
使
用
す
る
。

２
．魚
焼
き
グ
リ
ル
を
使
用
中
、グ
リ
ル

内
に
付
着
し
た
油
か
す
な
ど
に
着
火

【
対
策
】グ
リ
ル
内
を
こ
ま
め
に
清
掃

し
、
油
か
す
等
の
可
燃
物
を
取
り
除

く
。

３
．コ
ン
ロ
の
上
、周
囲
に
置
か
れ
て
い

た
可
燃
物
に
着
火

【
対
策
】コ
ン
ロ
の
上
や
周
囲
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

　
コ
ン
ロ
の
周
囲
に
は
、安
全
な
距
離

を
確
保
す
る
。

４
．調
理
中
、調
味
料
等
を
取
ろ
う
と
し

て
、コ
ン
ロ
の
火
が
衣
服
に
着
火

【
対
策
】コ
ン
ロ
の
周
囲
の
も
の
を
と
る

場
合
に
は
、必
ず
火
を
止
め
る
。

　
服
の
袖
口
な
ど
が
火
に
近
づ
か
な
い

よ
う
に
す
る
。

　
燃
え
に
く
い
防
炎
の
エ
プ
ロ
ン
や
割

烹
着
を
着
用
す
る
。

　
コ
ン
ロ
の
火
が
鍋
底
か
ら
は
み
出
さ

な
い
よ
う
に
火
力
を
調
節
す
る
。

◆
そ
の
他
の
対
策
◆

　
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
、正
し

く
使
用
す
る
。

　
I
H
コ
ン
ロ
は
専
用
の
調
理
器
具

（
鍋
底
が
平
ら
な
も
の
）を
使
用
す
る
。

※
規
定
以
上
に
反
り
が
あ
る
と
、安
全

装
置
が
働
か
な
い
。

　
ガ
ス
ホ
ー
ス
に
注
意
す
る
。（
古
い

も
の
は
取
り
替
え
る
）

　
台
所
に
消
火
器
、住
宅
用
火
災
警
報

器（
熱
式
）を
設
置
す
る
。

本校では、知的障害のある幼児の保護者や児童・保護者等に対して、本校の教育に
ついての理解と認識を深めていただくために、説明会等を次のとおり行います。

<小学部>

■対象 ： 2020年4月に小学生となる知的障害のある幼児の保護者

保護者説明会

■日時 ： 5月23日（木）・24日（金）　午前9時30分～12時

体験学習

■日時 ： 6月13日（木）・19日（水）　午前10時～11時30分

<中学部>

■対象 ： 知的障害のある小学6年生とその保護者、小学校の教員ほか

■日時 ： 6月5日（水）　午前9時30分～12時

<教育相談>
　お子様の日常生活指導・教科指導特別支援教育についての相談等が
ありましたら、ご利用ください。事前にお申し込みが必要です。日程や
時間を調整させていただきます。

■お問合せ ： 奈良県立大淀養護学校   吉野郡大淀町下渕414-1
                 TEL：0747-52-7655 

奈良県立大淀養護学校説明会・体験学習

■開催日時 ： 5月11日（土） 
　　　　　　セミナー：午後1時～2時　相談会：午後2時15分～4時15分
■ 開催場所 ： 明日香村中央公民館　2階　会議室
　　　　　　〒634-0141　奈良県高市郡明日香村大字川原91-1
■主　　催 ： 明日香村・高取町・特定非営利活動法人 空き家コンシェルジュ

■開催日時 ： 5月18日（土） 
　　　　　　セミナー：午後1時～2時　相談会：午後2時15分～4時15分
■ 開催場所 ： 御所市役所
　　　　　　〒639-2298奈良県御所市1番地3
■主　　催 ： 御所市・特定非営利活動法人 空き家コンシェルジュ

■開催日時 ： 5月25日（土） 
　　　　　　セミナー：午後1時～2時　相談会：午後2時15分～4時15分
■ 開催場所 ： 吉野町中央公民館
　　　　　　〒639-3111　奈良県吉野郡吉野町上市133番地
■主　　催 ： 吉野町・特定非営利活動法人 空き家コンシェルジュ

空き家所有者等が気軽に相談できる
「空き家相談会」を開催致します

【お問い合わせ先】 特定非営利活動法人　空き家コンシェルジュ
【橿原相談窓口】 〒634-0075　橿原市小房町9-32　　TEL/FAX : 0744-35-6211
Mail : akiyaconcierge@zeus.eonet.ne.jp     HP: http://www.akiyaconcierge.com/ 
ご相談窓口　月曜日～土曜日（日祝定休）9：00～17：00

＊セミナー参加は予約不要です。 ＊相談会には予約が必要です　下記連絡先までご連絡下さい。
＊相談会の日以外は常設の相談員がご相談をお受けいたしておりますお気軽にご連絡ください。

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

参
加
者
募
集

5
月 

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

セ
ミ
ナ
ー

定
期
出
張
相
談
事
業
の

実
施
に
つ
い
て

コ
ン
ロ
の
火
災
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！
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広　報 かみきたやま

　
ス
キ
ン・
テ
ア
と
は
摩
擦
や
ズ

レ
な
ど
の
外
か
ら
の
力（
外
力
）

に
よ
っ
て
、皮
膚
が
裂
け
て
裂
傷

で
、皮
膚
の
一
番
表
面（
表
皮
）か

ら
少
し
深
い
と
こ
ろ（
真
皮
）ま

で
の
キ
ズ
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
病
院
や
施
設
あ
る
い
は
自
宅

で
療
養
中
の
高
齢
者
の
手
や
腕

に
、赤
黒
く
黒
ず
ん
だ
皮
下
出
血

や
薄
皮
が
剥
が
れ
出
血
し
て
い
る

よ
う
な
キ
ズ
を
見
た
と
き
に
は
ス

キ
ン・テ
ア
だ
と
思
っ
て
、ま
ず
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ス
キ
ン・
テ
ア
が
起
き
る
状
況

と
し
て
は
、絆
創
膏
を
剥
が
す

時
、室
内
を
歩
い
て
い
て
転
倒
し

た
時
、手
や
腕
な
ど
が
ベ
ッ
ド
の

柵
や
車
椅
子
な
ど
で
擦
れ
た
時
、

強
く
腕
な
ど
を
握
っ
た
り
引
っ

張
っ
た
り
し
た
時
、衣
服
で
強
く

擦
れ
た
時
、痒
み
の
た
め
に
皮
膚

を
強
く
掻
い
た
時
、な
ど
が
挙
げ

ら
れ
、「
皮
が
ず
る
っ
と
剥
け
た
」

様
な
状
態
に
な
り
ま
す
。

　
ス
キ
ン・
テ
ア
が
起
き
た
と
き

は
、で
き
る
だ
け
早
く
剥
が
れ
た

表
皮
を
、き
れ
い
に
元
の
場
所
に

戻
し
て
テ
ー
プ
固
定
を
し
ま
す
。

　
こ
れ
が
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
に

な
り
ま
す
。

　
う
ま
く
い
く
と
1
週
間
ほ
ど
で

治
療
し
ま
す
。

　
高
齢
者
の
皮
膚
の
乾
燥
が
、皮

膚
が
弱
く
な
り
、痒
み
を
も
た
ら

し
、ス
キ
ン・テ
ア
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。医
療
・
介
護
現
場

で
は「
皮
膚
の
保
湿
」は
と
て
も

大
切
で
す
。塗
り
薬
の
ヘ
パ
リ
ン

類
似
物
質
や
ワ
セ
リ
ン
、そ
の
他

の
油
性
軟
膏
が
使
わ
れ
ま
す
。

　
皮
膚
の
保
湿
の
ほ
か
、ベ
ッ
ド

柵
や
車
椅
子
の
突
出
部
な
ど
に

カ
バ
ー
を
つ
け
る
、腕
や
下
肢
を

ア
ー
ム
カ
バ
ー
や
レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー

マ
ー
で
保
護
す
る
、介
護
で
腕
や

足
を
強
く
握
っ
た
り
、引
っ
張
っ
た

り
し
な
い
、等
の
予
防
対
策
が
最

も
大
切
で
す
。

　
超
高
齢
社
会
の
日
本
で
は
、医

療
者
や
介
護
者
が
ス
キ
ン・
テ
ア

を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
予
防
や
簡
単
な
ケ
ア
の
方
法

に
つ
い
て
、医
師
や
看
護
師
の
指

導
を
受
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

奈
良
県
医
師
会

ス
キ
ン・テ
ア

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、桜
の

季
節
で
あ
る
4
月
と
な
り
新
年

度
を
迎
え
、皆
さ
ん
は
ど
う
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
最

近
は
暖
か
く
な
っ
て
き
た
な
と

思
っ
て
い
た
矢
先
に
４
月
１
日

に
雪
が
降
っ
て
い
た
の
を
見
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
寒
暖
差
の
激
し
い
日
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
、体
調
に
お

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、今
日
は
認
知
症
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。
皆
さ
ん
認

知
症
と
い
う
言
葉
を
一
度
は

ど
こ
か
で
お
聞
き
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
な

か
に
は
、ご
自
身
で
心
配
に
な

ら
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
認
知
症
と

は
、一
度
正
常
に
発
達
し
た
認
知

機
能
が
、後
か
ら
何
ら
か
の
障

害
を
受
け
た
影
響
で
持
続
し
て

認
知
機
能
が
低
下
し
、日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
す
状
態
を
言

い
ま
す
。こ
れ
は
加
齢
に
伴
う

自
然
な
認
知
機
能
低
下
と
は
別

の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、認
知
症
と
年
齢
に
伴
う

認
知
機
能
低
下
の
中
間
的
存
在

と
し
て
軽
度
認
知
障
害
と
言
う

も
の
も
存
在
し
ま
す
。
軽
度
認

知
障
害
は
簡
単
に
説
明
す
る
と

年
齢
以
上
の
認
知
機
能
の
低
下

は
あ
る
け
れ
ど
も
、日
常
生
活

に
支
障
が
な
い
状
態
を
さ
し
ま

す
。こ
れ
ら
を
正
確
に
区
別
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、お
お
ま
か
な
違
い
で

い
う
と
「
自
身
の
認
知
機
能
の

低
下
（
物
忘
れ
）
を
自
覚
し
て

い
る
か
ど
う
か
」
、「
日
常
生

活
に
支
障
が
あ
る
か
ど
う
か
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

2
0
1
0
年
の
日
本
の
デ
ー
タ

で
は
認
知
症
患
者
は
６５
歳
以
上

の
方
の
１５
％
に
当
て
は
ま
る
と

さ
れ
、年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ

て
認
知
症
と
な
る
人
の
割
合
が

増
え
て
い
っ
て
お
り
、
決
し
て

珍
し
い
病
気
で
は
な
く
あ
り
ふ

れ
た
病
気
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
認
知
症
の
原
因
と
し
て
は

多
い
順
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

（
全
体
の
５０
％
以
上
）
、脳
血
管

性
、レ
ヴ
ィ
ー
小
体
型
な
ど
が

あ
り
、こ
れ
ら
が
原
因
と
な
り

脳
に
障
害
を
受
け
認
知
症
が
出

現
し
ま
す
。
代
表
的
な
症
状
と

し
て
は
、新
し
い
こ
と
が
覚
え

ら
れ
な
い
、正
し
い
判
断
が
で

き
な
い
、
知
っ
て
い
る
も
の
の

使
い
方
が
わ
か
ら
な
く
な
る
、

同
時
に
複
数
の
こ
と
が
で
き
な

い
な
ど
の
認
知
機
能
低
下
症
状

を
中
核
に
し
て
、そ
れ
に
付
随

す
る
か
た
ち
で
妄
想
、
幻
覚
、

興
奮
、不
安
、焦
燥
、意
欲
の
低

下
、失
禁
、不
眠
、徘
徊
な
ど
の

行
動
・
心
理
的
的
症
状
が
起
こ

り
得
ま
す
。

　
行
動
・
心
理
的
症
状
は
そ
の

人
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
や
、

人
間
関
係
、性
格
な
ど
を
背
景

に
し
て
起
き
て
く
る
た
め
、人

そ
れ
ぞ
れ
に
表
れ
方
が
違
い
ま

す
。
ま
た
、こ
の
行
動
・
心
理
的

症
状
が
特
に
問
題
と
な
り
、介

護
者
を
苦
慮
さ
せ
る
こ
と
が
多

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
治
療
の
基
本
は
、生
活
障
害

を
改
善
す
る
た
め
に
認
知
症
の

方
が
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る

よ
う
に
支
援
（
そ
の
人
に
合
わ

せ
た
安
心
・
信
頼
で
き
、生
き
が

い
と
な
り
、脳
を
活
性
化
さ
せ

る
よ
う
な
ケ
ア
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
）
を
行
う
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
薬
物
加
療
に
関
し
て
は
、認

知
症
の
認
知
機
能
低
下
に
対
し

て
は
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻

害
薬
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
と
一

部
の
薬
品
で
レ
ヴ
ィ
ー
小
体
型

が
保
険
適
応
）
が
進
行
を
遅
ら

せ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、行
動
・

心
理
症
状
に
関
し
て
は
、不
眠

な
ら
不
眠
に
対
し
て
、焦
燥
な

ら
焦
燥
に
対
し
て
起
き
て
い
る

症
状
に
合
わ
せ
た
投
薬
を
行
い

ま
す
。

　
も
し
今
回
の
話
を
聞
い
て
認

知
症
が
心
配
な
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
れ
ば
、当
診
療
所
で
も
簡

易
な
認
知
機
能
検
査
な
ら
可
能

と
な
っ
て
お
り
ま
す
し
、ご
希

望
が
あ
れ
ば
近
医
の
専
門
外
来

を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
今
回
お
話
さ
せ
て
頂
い
た
内

容
で
ご
不
明
な
点
や
ご
質
問
が

あ
れ
ば
、診
療
所
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。で
は
次
回
は
初
夏

の
６
月
に
ま
た
皆
さ
ま
に
お
話

さ
せ
て
頂
い
く
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

ol.

上北山村国民健康保険診療所
医 師 岩 田 臣 弘

診療所

だより
健康づくりのアドバイス

72V

認
知
症

年金だより

　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生

すると、障害基礎年金や遺族基礎年金を受けられない場合があります。

　経済的な理由で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料

の納付が免除・猶予となる「保険料免除制度」や「納付猶予制度（５０歳未

満）」がありますので、役場の国民年金窓口で手続きをしてください。

　申請書は窓口に備え付けてあります。

　平成３１年度分（２０１９年7月分から２０２０年6月分まで）の免除等の受付は

２０１９年7月1日から開始されます。

　また、申請時点の2年1ヶ月前の月分までさかのぼって申請することができ

ます。

　失業等により保険料を納付することが経済的に困難になったものの、申請

を忘れていた期間がある方は、役場の国民年金窓口または年金事務所へご相

談ください。

国民年金保険料免除等の申請について
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膚
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膚
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。
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擦
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た
時
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み
の
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め
に
皮
膚
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強
く
掻
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た
時
、な
ど
が
挙
げ

ら
れ
、「
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が
ず
る
っ
と
剥
け
た
」

様
な
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に
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す
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ス
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が
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と
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早
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に
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こ
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と
し
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1
週
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で
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現
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も
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で
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の
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の
他

の
油
性
軟
膏
が
使
わ
れ
ま
す
。

　
皮
膚
の
保
湿
の
ほ
か
、ベ
ッ
ド

柵
や
車
椅
子
の
突
出
部
な
ど
に

カ
バ
ー
を
つ
け
る
、腕
や
下
肢
を

ア
ー
ム
カ
バ
ー
や
レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー

マ
ー
で
保
護
す
る
、介
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や

足
を
強
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り
、引
っ
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り
し
な
い
、等
の
予
防
対
策
が
最

も
大
切
で
す
。

　
超
高
齢
社
会
の
日
本
で
は
、医

療
者
や
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護
者
が
ス
キ
ン・
テ
ア

を
知
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お
く
必
要
が
あ
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ま

す
。
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や
簡
単
な
ケ
ア
の
方
法

に
つ
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や
看
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の
指
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お
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ま
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県
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こ
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に
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の

季
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で
あ
る
4
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と
な
り
新
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度
を
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え
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は
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お
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で
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か
。
こ
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最
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と

思
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た
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に
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月
１
日

に
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が
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の
を
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て

び
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し
ま
し
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ま
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寒
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の
激
し
い
日
も
見
受
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ら
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ま
す
の
で
、体
調
に
お
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を
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く
だ
さ
い
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さ
て
、今
日
は
認
知
症
に
つ
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て
お
話
し
ま
す
。
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さ
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認

知
症
と
い
う
言
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を
一
度
は

ど
こ
か
で
お
聞
き
に
な
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た
こ

と
が
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る
か
と
思
い
ま
す
。
な

か
に
は
、ご
自
身
で
心
配
に
な

ら
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
認
知
症
と

は
、一
度
正
常
に
発
達
し
た
認
知

機
能
が
、後
か
ら
何
ら
か
の
障

害
を
受
け
た
影
響
で
持
続
し
て

認
知
機
能
が
低
下
し
、日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
す
状
態
を
言

い
ま
す
。こ
れ
は
加
齢
に
伴
う

自
然
な
認
知
機
能
低
下
と
は
別

の
も
の
と
し
て
扱
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ま
す
。

ま
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知
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と
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に
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認
知
機
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低
下
の
中
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的
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と
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て
軽
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知
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と
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う

も
の
も
存
在
し
ま
す
。
軽
度
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知
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は
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に
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明
す
る
と

年
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以
上
の
認
知
機
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の
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下

は
あ
る
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れ
ど
も
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常
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に
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が
な
い
状
態
を
さ
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ま

す
。こ
れ
ら
を
正
確
に
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る
こ
と
は
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し
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と
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す
が
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ま
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な
違
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で

い
う
と
「
自
身
の
認
知
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能
の
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下
（
物
忘
れ
）
を
自
覚
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て

い
る
か
ど
う
か
」
、「
日
常
生

活
に
支
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が
あ
る
か
ど
う
か
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

2
0
1
0
年
の
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で
は
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に
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と
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る
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の
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決
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で
は
な
く
あ
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て
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ま

す
。
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知
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は
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（
全
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以
上
）
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管

性
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小
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な
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が

あ
り
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ら
が
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と
な
り

脳
に
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を
受
け
認
知
症
が
出

現
し
ま
す
。
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的
な
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状
と

し
て
は
、新
し
い
こ
と
が
覚
え

ら
れ
な
い
、正
し
い
判
断
が
で

き
な
い
、
知
っ
て
い
る
も
の
の

使
い
方
が
わ
か
ら
な
く
な
る
、

同
時
に
複
数
の
こ
と
が
で
き
な

い
な
ど
の
認
知
機
能
低
下
症
状

を
中
核
に
し
て
、そ
れ
に
付
随

す
る
か
た
ち
で
妄
想
、
幻
覚
、

興
奮
、不
安
、焦
燥
、意
欲
の
低

下
、失
禁
、不
眠
、徘
徊
な
ど
の

行
動
・
心
理
的
的
症
状
が
起
こ

り
得
ま
す
。

　
行
動
・
心
理
的
症
状
は
そ
の

人
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
や
、

人
間
関
係
、性
格
な
ど
を
背
景

に
し
て
起
き
て
く
る
た
め
、人

そ
れ
ぞ
れ
に
表
れ
方
が
違
い
ま

す
。
ま
た
、こ
の
行
動
・
心
理
的

症
状
が
特
に
問
題
と
な
り
、介

護
者
を
苦
慮
さ
せ
る
こ
と
が
多

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
治
療
の
基
本
は
、生
活
障
害

を
改
善
す
る
た
め
に
認
知
症
の

方
が
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る

よ
う
に
支
援
（
そ
の
人
に
合
わ

せ
た
安
心
・
信
頼
で
き
、生
き
が

い
と
な
り
、脳
を
活
性
化
さ
せ

る
よ
う
な
ケ
ア
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
）
を
行
う
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
薬
物
加
療
に
関
し
て
は
、認

知
症
の
認
知
機
能
低
下
に
対
し

て
は
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻

害
薬
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
と
一

部
の
薬
品
で
レ
ヴ
ィ
ー
小
体
型

が
保
険
適
応
）
が
進
行
を
遅
ら

せ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、行
動
・

心
理
症
状
に
関
し
て
は
、不
眠

な
ら
不
眠
に
対
し
て
、焦
燥
な

ら
焦
燥
に
対
し
て
起
き
て
い
る

症
状
に
合
わ
せ
た
投
薬
を
行
い

ま
す
。

　
も
し
今
回
の
話
を
聞
い
て
認

知
症
が
心
配
な
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
れ
ば
、当
診
療
所
で
も
簡

易
な
認
知
機
能
検
査
な
ら
可
能

と
な
っ
て
お
り
ま
す
し
、ご
希

望
が
あ
れ
ば
近
医
の
専
門
外
来

を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
今
回
お
話
さ
せ
て
頂
い
た
内

容
で
ご
不
明
な
点
や
ご
質
問
が

あ
れ
ば
、診
療
所
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。で
は
次
回
は
初
夏

の
６
月
に
ま
た
皆
さ
ま
に
お
話

さ
せ
て
頂
い
く
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

ol.

上北山村国民健康保険診療所
医 師 岩 田 臣 弘

診療所

だより
健康づくりのアドバイス

72V

認
知
症

年金だより

　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生

すると、障害基礎年金や遺族基礎年金を受けられない場合があります。

　経済的な理由で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料

の納付が免除・猶予となる「保険料免除制度」や「納付猶予制度（５０歳未

満）」がありますので、役場の国民年金窓口で手続きをしてください。

　申請書は窓口に備え付けてあります。

　平成３１年度分（２０１９年7月分から２０２０年6月分まで）の免除等の受付は

２０１９年7月1日から開始されます。

　また、申請時点の2年1ヶ月前の月分までさかのぼって申請することができ

ます。

　失業等により保険料を納付することが経済的に困難になったものの、申請

を忘れていた期間がある方は、役場の国民年金窓口または年金事務所へご相

談ください。

国民年金保険料免除等の申請について
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やまゆり学園 入学おめでとう！

2019

No.613
4月

主な内容 4/9 やまゆり学園、入学式より

Ｐ２・３
Ｐ４・５
Ｐ６・７
Ｐ８
Ｐ９
Ｐ１０
Ｐ１１
Ｐ１２

施政方針・2019年度主な事業……………
2019年度上北山村一般会計予算の概要…
2019年3月定例村議会一般質問ほか……
庁内異動届ほか……………………………
新規採用職員紹介…………………………
やまゆり学園入学式………………………
村の出来事…………………………………
上北山村拠点施設の愛称村民総選挙の結果ほか…

Ｐ１３
Ｐ１４
Ｐ１５
Ｐ１６・１７
Ｐ１８・１９
Ｐ２０
Ｐ２１
Ｐ２２

第６回大台ヶ原マラソン……………………
地域公共交通パスポートについて…………
宅地等単独災害復旧事業助成金制度制定…
補助金のお知らせ………………………
お知らせ………………………………………
年金だより・奈良県医師会………………
診療所だより………………………………
森林経営管理制度・工業統計調査…………

村のようす

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

平成31年4月1日現在

世帯数
人　口
男
女
面　積

２９９（±０）
４９５（－４）
２５４（－４）
２４１（±０）
274.22k㎡

【５月７日】
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― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

・軽自動車税　　　第1期

・介護保険料　　　第1期

２０１９年
工業統計調査を実施します
●２０１９年工業統計調査は、従業者４人以上の全ての製造

事業所を対象に、２０１９年６月１日時点で実施します。

●工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかに

することを目的とする政府の重要な調査で、統計法に基

づく報告義務のある基幹統計調査です。

●調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国及び地

域行政施策のための基礎資料として利活用されます。

●調査票に御記入いただいた内容は、統計作成の目的以

外（税の資料など）に使用することは絶対にありません。

●調査の趣旨・必要性を御理解いただき、御回答をよろし

くお願いいたします。

工業統計キャラクター
コウちゃん

経済産業省・奈良県・上北山村

tel
tel


